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   1) A total of 165 cases of urogenital trauma, seen in our clinic for 35 years from 1929 
to 1963, was statistically analysed. 
   2) Of all of 18,009  outpatients, the trauma was 165 cases (about  0.9%). 
   3) Concerning the injured organs,  41.8% of these cases had the trauma in the urethra, 
which was the highest rate, 14.5% in the epididymis and  10.8% in the bladder.
緒 言
最近,我 国で も社会生活が複雑 に な る に つ
れ,一 般外傷 が増 加 し,災 害医学 に関する問題
が各方面 か ら注 目され る様 になつ て来 た.泌 尿
器科 領域 に於 て も一般外傷 の増 加 と ともに漸 次
その数を増 しつつ ある.こ の点に関 しては多 く
の報 告が見 られ るが,我 々の教室 に於 て も先 に
松浦 等が1929年より1955年まで の過去27年間の
泌尿生殖器外 傷の統計 的観察 を行つたが,我 々
は新 にその後1956年1月よ り1963年10月までの
7年10ヵ月間 の泌尿生殖 器外傷 につ いて統計 的
観察 を試みた ので既報 の過 去27年間 の統計 と比
較,集 計 したので その概要 を薮 に報告す る.
















































































































































































































(12。7%)と青 壮 年 に 頻 発 して い る.過 去27年間 の 統
計 及 び 一 般 外 傷 の統 計 と比 較 して み て も 同様 で 社 会 的












































































































ス ポ ー ツ































30 嶺井 ・高田一久留米大学泌尿器科学教室に於ける泌尿生殖器外傷の統計:続 報
炭 車によるもの
鉱 山1採 炭中 〃
1落盤事故 〃
l

























































































と損傷臓器は明らかに一致関連が認 め られ る(第8
表)
第8表 臓 器 別
7外 力 の 加 わ つ た部 位
165例中 会 陰 部40例(24.3%)が 最 も多 く,次 い で
睾 丸 部21例(12.7%),腰 ・骨 盤 部21例(12.7%),
陰 茎 部14例(8.5%),恥 骨 部10例(10.4%)の 順 に
なつ て い る.
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第10表 後 遺 症 別
後 遺 症
術後尿道狭窄
















更 に少ない.近 時,産 業 の発達 と交通機関 の激
増及 びスポ ーツの普及等 に伴 つて一 般外傷 の増
加 とともに泌尿生殖器外傷 も漸 次その数 を増 し
つつ ある様 に思われ るが,我 々の調査では著 明
な増 加は見 られな い.慈 恵 医大 附属第3病 院泌
尿器科に於け る1957～1961年間の統 計 では外来
患者1,855名に対 し外傷 例数39例で約2.1%であ
る.京 大 泌尿器科 に於 ける1962年度の統計 では
外来患者2,704名に対 し外傷例数18例で約0.6%
であ る.当 科 の最近7年10ヵ 月 間の統 計では外
来患者8,069名に対 し外傷患者 数66名で約0.82
%で ある.従 つ て,外 傷 に関す る統 計はそ の病
院の地理的条件や,そ の他 の条 件に よつて相違
が あるのは当然で ある.な お1955年以後来院せ
る外傷患者数 にはあま り変動 が見 られないが こ
れは久留米及 び近郊 の病院 及び泌尿 器科診療部
門の充実 にともなつたもので患者 の絶対 数は,
依然,増 加 の傾 向にある もの と思 われ る.
次 に受傷臓器 の頻度 についてはKimbrough




院患 者346名について観 ると腎99例,尿 管22例,
膀胱74例,尿 道33例,外 性 器51例,そ の 他67例
と報 告 してい る.京 大泌尿器科 の1962年の統計
に よると外傷 患者18例中腎2例,尿 道4例,外
傷性尿道狭窄6例,陰 嚢2例,陰 茎4例 と報告
してい る.慈 恵医大附属第三病院泌 尿器科1957
～1961年間の統計 では腎3例,膀 胱4例,尿 道
5例,睾 丸2例,陰 嚢4例,陰 茎1例,外 陰部
裂傷1例,尿 管1例,尿 管膣痩2例,外 傷性尿
道痩1例,外 傷性 尿道狭窄15例と報 告 し て い
る.何 れ に よる報告 で も尿管 の損傷 は 稀 で あ
り,や は り外陰部 に最 も多 く次 い で 尿 道,膀
膀,腎 とい う頻度 である.
外傷 の発生 機転 につ いては我 国に於 ても過去
数年来,交 通外傷 の増加傾 向が見 られ,社 会問
題 を形成 しつつ ある.前 記統計 に於て も同様 の
傾 向が見 られ る.
結 語
1)調査対 象1929年 よ り1963年10月迄の34年
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肉労働者が 多いが,最 近7年10ヵ 月の統計 では
小 中 高校生 の例数の増加が注 目され る.
6)受傷機転:交 通事 故に よるものが最 も多 く
31,8%を占めている.次 いで医療行為 に よるも
のが16.7%で,そのほ とん どが婦 人科 的手 術に
よる ものであつた.
7)外力 の加つ た部 位:会 陰 部 が 最 も 多 く
(24.3%),次いで睾 丸 部(12.7%)で あ つ
た.
8)損傷臓 器1尿 道41.8%と最 も高率,次 いで
副睾丸の14.5%,膀胱10.4%,腎9.7%であつ
た.
9)損傷臓器 と直接外力 の加 つた部位 にはそれ
ぞれ一連 の関連性 を認め た.
10)治療 別:尿 道成形 術 を施行 した ものが 最 も
多 く15例で22.8%で,次いで副睾 丸易IJ除術8例
(12.1%)であつ た.
11)後遺症:後 遺症 は約15%に認 め られ,最 も
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